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第１３８１号

◇男女平等参画都市宣言�
◇非核平和都市宣言�
◇青少年健全育成都市宣言�
◇交通安全都市宣言�

市の宣言�

開票結果　衆議院（小選挙区選出）議員選挙【東京都第２３区（町田市・多摩市）】

結果東京都第２３区
の合計得票数

町田市の
得票数党派名候補者名届出順

（比例で当選）１１０，２６６７８，６８３民　主　党石毛　えい子１
２３，９４３１６，５０７日本共産党今村　順一郎２

当選１２６，２２１９６，８０１自由民主党伊藤　公介３

　

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
遵
守
し
確
保
す

る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き

共
通
の
目
標
と
し
て
、
昭
和　

年
（
１
９
４
８
年
）　

月　

日
の
第
３
回

２３

１２

１０

国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
国
連
は
こ
れ
を
記
念
し
て　

月　
１２

１０

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
毎
年　

月
４
日
か
ら　

日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定

１２

１０

め
、
そ
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
に
つ
と
め
て

い
ま
す
。

　

町
田
市
に
お
い
て
も
基
本
的
人
権
の
尊
重
啓
発
の
た
め
様
々
な
事
業
を

実
施
す
る
ほ
か
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

衆議院（小選挙区選出）議員選挙
の投票率・開票結果は表のとおり
です。
□問 選挙管理委員会事務局11７２４・２１６８

投票率　衆議院 (小選挙区選出）議員選挙
６１．３３%町 田 市 平 均
５８．３５%東 京 都 平 均
５９．８６%全 国 平 均

　

月
９
日
（
日
）
に
衆
議
院
議
員

１１選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
が
執
行
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
か
ら
参
加
し
て
い
る
厚
木
基

地
騒
音
対
策
協
議
会
総
会
が
、　

月
１１

　

日
に
開
催
さ
れ
、
町
田
市
か
ら
寺

１９田
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
は
、

厚
木
基
地
に
お
け
る
夜
間
連
続
離
着

陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
等
に
よ
る
航
空

機
騒
音
に
関
し
、
神
奈
川
県
及
び
基

地
周
辺
７
市
（
横
浜
市
、
藤
沢
市
、

相
模
原
市
、
大
和
市
、
海
老
名
市
、

座
間
市
、
綾
瀬
市
）
の
行
政
及
び
議

会
関
係
者
が
相
互
の
連
絡
、
協
調
を

密
に
し
て
、
騒
音
問
題
の
解
消
に
向

け
て
実
効
の
あ
る
運
動
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、

米
軍
や
日
本
政
府
へ
の
要
請
行
動
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
、
市
長
自
ら
県
知
事
や

各
市
長
、
議
会
議
長
と
と
も
に
米
大
使

館
、
外
務
省
、
防
衛
庁
、
防
衛
施
設
庁

に
対
し
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
や
そ
の
直
前
に
行
わ

れ
る
飛
行
訓
練
等
に
よ
る
騒
音
問
題
の

抜
本
的
な
解
決
を
求
め
る
内
容
の
要
請

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

町
田
市
で
は
、
機
会
が
あ
る
ご
と

に
、
米
軍
及
び
日
本
政
府
に
対
し
て
要

請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
引
き
続
き
、
東
京
都
、
神
奈
川
県

や
基
地
周
辺
各
市
と
と
も
に
、
航
空
機

騒
音
の
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
粘
り
強

く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

航
空
機
騒
音
の
解
消
を
国
等
に
要
請

航
空
機
騒
音
の
解
消
を
国
等
に
要
請

厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
開
催

厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
開
催

町
田
に

町
田
に

静
か
な

静
か
な

空
を
返
せ

空
を
返
せ

人権を考える
講演と映画の集い

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
基

本
的
人
権
を
擁
護
し
自
由
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
日
の
生
活
を
営
む
上
で

の
困
り
事
や
、
人
権
上
の
問
題
に
つ
い

て
、
定
例
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

○
相
談
日　

毎
月
第
１
〜
４
金
曜
日

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

○
会
場　

市
役
所
１
階　

市
民
相
談
室

○
申
し
込
み　

電
話
で
市
民
相
談
室

（
11
７
２
４
・
２
１
０
２
）
へ
。

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
定
例
相
談

ご
利
用

　

下
さ
い

　

男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る

人
々
の
意
識
は
今
な
お
社
会
に
根
強
く

残
っ
て
お
り
、
家
庭
や
職
場
で
種
々
の

男
女
差
別
を
生
む
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夫
等
か
ら
の
暴
力
や
職
場

で
の
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
な
ど
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」

の
問
題
も
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

市
で
は
、
２
０
０
１
年
に
「
男
女
平

等
参
画
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
男
・
女

と
い
う
性
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

す
べ
て
の
市
民
の
基
本
的
人
権
が
守
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

虐
待
行
為
に
よ
り
、
子
ど
も
の
生
命

が
奪
わ
れ
た
り
、
心
身
や
人
格
の
形
成

に
重
大
な
影
響
が
及
ぶ
な
ど
、
子
ど
も

を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め

や
体
罰
の
問
題
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
「
青
少
年
健
全
育
成
都
市

宣
言
」
や
「
子
ど
も
憲
章
」
を
制
定

し
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
各

種
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中

で
、
高
齢
者
に
対
す
る
就
職
差
別
や
介

護
者
に
よ
る
虐
待
等
の
人
権
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。
市
で
は
高
齢
社
会
総
合

計
画
に
基
づ
き
、
保
健
・
医
療
や
福
祉

に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活
環
境
改
善
、
社

会
参
加
の
推
進
な
ど
様
々
な
施
策
を
通

じ
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
に
と
い
う

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
は
、

完
全
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
市
で
は
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
総

合
推
進
条
例
を
策
定
し
、
様
々
な
施
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
と
は
日
本
社
会
の
歴
史
的

発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
階

層
構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、
日
本

国
民
の
一
部
の
人
々
が
長
い
間
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
位
な
状
態

を
強
い
ら
れ
、
日
常
生
活
で
色
々
な
差

別
を
受
け
る
も
の
で
、
我
が
国
固
有
の

重
大
な
人
権
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題
を
自

分
自
身
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
解
決
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
で
は
、
講
演
会
や
映
画
な
ど
を

通
し
て
啓
発
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
な
い
た

め
、
差
別
や
偏
見
が
依
然
と
し
て
存
在

し
ま
す
。

　

法
務
省
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
よ
う
各
種

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
化
時
代
を
迎
え
、
在
留
外
国
人

も
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
言
語
、
宗

教
、
生
活
習
慣
等
の
違
い
か
ら
就
労
時

の
差
別
や
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
拒
否
な

ど
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
町
田
国
際
協
会
を
設
置

し
、
地
域
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
活
動
を

進
め
、
国
際
感
覚
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
、
結

核
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
っ
た
患
者

が
、
周
囲
の
人
々
の
誤
っ
た
偏
見
な
ど

に
よ
り
、
職
場
や
医
療
現
場
で
差
別
を

受
け
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
感
染
症
に
対
す
る
正
し
い
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
患
者
及
び
元
患
者

へ
の
偏
見
や
差
別
を
な
く
す
上
で
必
要

不
可
欠
で
す
。

　

法
務
省
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
す
よ
う
各
種
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
偏
見
に
は
根
強
い
も
の
が

あ
り
就
職
に
際
し
て
の
差
別
な
ど
の
問

題
が
起
き
て
い
ま
す
。
刑
を
終
え
て
出

所
し
た
人
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
円

滑
な
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
本
人
の

強
い
更
正
意
欲
と
、
家
族
、
職
場
、
地

域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

法
務
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
偏
見
や

差
別
を
な
く
す
よ
う
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る

過
剰
な
取
材
等
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
や
名
誉
毀
損
は
、
そ
の
置
か
れ
た

状
況
や
負
担
の
重
さ
か
ら
、
泣
き
寝
入

り
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
で
は
そ
の
人
権
へ
の
配
慮
と

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い

個
人
の
名
誉
を
侵
害
し
た
り
、
差
別
を

助
長
す
る
表
現
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、

人
権
に
関
わ
る
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

法
務
省
で
は
、
個
人
の
名
誉
な
ど
人

権
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た

め
の
各
種
啓
発
活
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
削
除
を
申
し
入

れ
る
な
ど
の
対
応
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
に
つ

い
て
は
、
世
界
各
国
に
お
い
て
禁
止
法

が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
不
当
な
こ
と
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
偏
見
や
差
別
を
受
け
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

法
務
省
で
は
こ
の
よ
う
な
差
別
を
な

く
す
た
め
、
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実

現

を

図

ろ

う

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

高
齢
者
を
大
切
に
す
る

心

を

育

て

よ

う

障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全

参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
地
域
の
中
で
普

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解

し
、偏
見
、差
別
を
な
く
そ
う

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

偏
見
、
差
別
を
な
く
そ
う

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
固
有
の
言
語
、

伝
統
的
な
儀
式
、
祭
事
や
多
く
の
口
承

文
学
（
ユ
ー
カ
ラ
）
な
ど
の
独
自
の

外

国

人

の

人

権

を

尊

重

し

よ

う

刑

を

終

え

て

出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏

見

を

な

く

そ

う

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人

権

に

配

慮

し

よ

う

保
護
を
図
る
た
め
、
各
種
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る

差

別

を

な

く

そ

う

　人権が尊重され差別のない明るい社
会をつくるには、一人ひとりが人権を
正しく理解し、行動していくことが大
切です。市では人権週間を記念して
「講演と映画の集い」を開催します。
○日時　１２月６日（土）午後１時～４時
○会場　町田市民フォーラム
○内容・講師　講演「犯罪被害者の人
権を考える」＝全国犯
罪被害者の会（あすの
会）幹事・ 假  谷  実 氏／

かり や みのる

人権啓発映画「心の交
響楽」
○定員　１８８人（抽選）
○申し込み　往復ハガ
キ（１枚３人まで）に
「講演と映画の集い参加希望」と書
き、住所・氏名・電話番号・入場希望
者数を明記し、返信用にもあて先を明
記して１１月２８日まで（必着）に福祉総
務課（〒１９４－８５２０、中町１－２０－
２３、11７２４・２１３３）へ。
※車いす使用者等介護者が付き添う場
合には介護者人数を明記して下さい。
※この催しは手話通訳・字幕でも案内
します。

假谷実氏

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
等
に
対
す
る

偏

見

を

な

く

そ

う

第
５５
回
人
権
週
間
　
１２
月
４
日
〜
１０
日�


